
自
主
財
源
の
乏
し
い
東
秩
父
村
で
は

合
併
を
積
極
的
に
進
め
た
方
が
得
策

と
思
い
ま
す
。
ま
ず
小
川
町
と
の
合

併
が
最
適
と
思
う
。

　

小
川
町
と
の
合
併
を
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

答
弁　

今
後
の
地
方
行
政
を
考
え
る

と
、
そ
う
遠
く
な
い
時
期
に
合
併
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
の
考
え
は
変

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
住
民
の
皆
さ
ん

も
小
川
町
と
の
合
併
を
望
ん
で
い
る

方
も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
し
、
小
川
町
と
の
合
併
は
自

然
な
流
れ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

小
川
町
長
と
、
こ
の
問
題
で
の
話

し
合
い
は
し
た
こ
と
が
あ
る
の
か
。

ま
た
、
今
後
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

答
弁　

合
併
に
つ
い
て
改
め
て
話
し

合
い
を
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

合
併
は
首
長
と
議
会
だ
け
で
進
め
て

い
く
も
の
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
ご
協
力
を
得
て
、
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

田
中 

丈
司
議
員

質
問　

退
職
者
、
退
職
金
に
つ
い
て

（
内
容
）
平
成
21
年
度
決
算
の
結
果
、

人
件
費
等
の
義
務
的
経
費
の
構
成
比

は
、
33
・
02
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

義
務
的
経
費
の
構
成
比
が
大
き
い
場

合
は
、
財
政
の
硬
直
化
に
つ
な
が
る

と
監
査
委
員
か
ら
の
意
見
書
も
提
出

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
で
、
11
名
の
退
職
者
が
い

る
と
聞
き
ま
し
た
が
、
60
歳
で
の
定

年
退
職
者
の
人
数
と
退
職
金
の
平
均

支
給
額
は
い
く
ら
か
。

答
弁　

定
年
退
職
者
は
６
名
で
、
退

職
金
の
額
は
埼
玉
県
市
町
村
総
合
事

務
組
合
で
事
務
処
理
を
行
い
計
算
さ

れ
支
給
さ
れ
る
も
の
で
、
勤
続
年
数

に
応
じ
て
、
20
年
勤
続
の
者
で
30
・

55
月
分
、
25
年
勤
続
の
者
で
41
・
34

月
分
、
35
年
以
上
勤
続
の
者
で
59
・

28
月
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
退
職
者
の
内
訳
と
、
平
均

支
給
額
は
い
く
ら
か
。

答
弁　

勧
奨
退
職
者
が
４
名
で
、
自

己
都
合
に
よ
る
退
職
者
が
１
名
で
、

勧
奨
退
職
者
の
支
給
率
は
定
年
退
職

者
と
同
率
で
す
が
、
自
己
都
合
に
よ

る
支
給
率
は
、
20
年
勤
続
者
で
23
・

50
月
分
、
25
年
勤
続
者
で
33
・
50
月

分
、
35
年
勤
続
者
は
47
・
50
月
分
と

な
っ
て
い
ま
す
。

質
問　

新
採
用
職
員
に
つ
い
て

　

新
採
用
職
員
10
名
の
村
内
、
村
外

の
人
数
の
内
訳
は
何
人
か
。

答
弁　

村
内
５
名
、
村
外
５
名
で
す
。

採
用
試
験
の
結
果
、
優
秀
な
人
材
を

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

新
採
用
職
員
が
10
名
増
え
、
村
職

員
の
数
は
何
人
に
な
り
ま
す
か
。

答
弁　

来
る
４
月
１
日
で
、
比
企
広

域
市
町
村
圏
組
合
と
小
川
地
区
衛
生

組
合
に
派
遣
す
る
２
名
を
除
く
と
53

人
に
な
り
ま
す
。

平
成
23
年
度
一
般
会
計
予
算

　
　
　
　
　

億
７
７
０
０
万
円
で
編
成

17

 

　

平
成
23
年
度
当
初
予
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
こ
数
年
は
厳
し
い
財
政
状
況
か
ら
投
資
的
経
費
や
人

件
費
を
中
心
に
歳
出
の
削
減
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、
本
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
総
額
17
億
７
７
０
０
万
円
で
、

前
年
度
と
比
較
し
て
４
７
０
０
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
予
算
は
、
主
に
東
小
学
校
校
舎
内
部
の
木
質
化
工
事
や
老
朽
化
し
た
和
紙
の
里
の
細
川
紙
紙
漉
き
家
屋

屋
根
葺
替
工
事
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
交
付
税
や
臨
時
財
政
対
策
債
の
減
額
に
伴
い
財
源
不
足
を
補
う
た
め
、
基
金
か
ら
７
０
０
０
万
円

の
繰
り
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

歳　

入

歳　

入

　

歳
入
は
、
税
収
な
ど
の
「
自
主
財

源
」
と
国
や
県
に
頼
っ
た
「
依
存
財

源
」
の
大
き
く
２
つ
に
分
け
ら
れ
ま

す
。
東
秩
父
村
は
、「
自
主
財
源
」
が

全
体
の
17
・
５
％
で
、
財
源
の
多
く

を
「
依
存
財
源
」
が
占
め
て
い
る
厳

し
い
状
況
で
す
。

　

一
般
会
計
予
算
に
お
け
る
歳
入
は
、

前
年
度
と
比
較
し
て
、
金
融
危
機
に

伴
う
経
済
不
況
に
よ
り
、
個
人
住
民

税
や
固
定
資
産
税
な
ど
の
村
税
は
１

５
６
９
万
円
減
少
し
、
地
方
交
付
金

も
減
少
と
な
り
ま
し
た
が
、
地
方
譲

与
税
や
地
方
消
費
税
交
付
金
、
国
庫

・
県
支
出
金
等
を
増
額
と
見
込
み
ま

し
た
。
村
の
歳
入
の
骨
格
で
あ
る
地

方
交
付
税
は
、
歳
入
総
額
の
54
・
８

％
を
占
め
、
昨
年
度
よ
り
２
４
０
０

万
円
の
減
額
と
な
り
、
９
億
７
５
０

０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳　

出

歳　

出

　

歳
出
は
、
民
生
費
、
農
林
水
産
費
、

土
木
費
等
が
減
額
と
な
り
ま
し
た
が
、

総
務
費
、
衛
生
費
、
教
育
費
等
で
増

額
と
な
り
ま
し
た
。

　

性
質
別
歳
出
は
「
義
務
的
経
費
」

と
「
投
資
的
経
費
」
、「
そ
の
他
の
経

費
」
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
義
務
的
経
費
」
は
人
件
費
、
扶
助

費
、
公
債
費
で
構
成
さ
れ
、
支
出
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
経
費
で
、
人

件
費
は
前
年
度
と
比
較
し
て
１
０
５

５
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

投
資
的
経
費
は
、
道
路
や
公
共
施

設
の
建
設
な
ど
の
行
政
水
準
の
向
上

に
か
か
る
経
費
で
、
普
通
建
設
事
業

費
、
災
害
復
旧
事
業
費
か
ら
構
成
さ

れ
ま
す
。
今
年
度
の
投
資
的
経
費
は

１
億
６
１
２
７
万
円
で
、
前
年
度
と

比
較
し
て
１
３
０
５
万
円
増
額
し
ま

し
た
。

主
要
事
業

主
要
事
業

　

平
成
23
年
度
の
主
要
事
業
は
、
児

童
・
生
徒
が
快
適
で
安
全
な
学
校
生

活
が
送
れ
る
よ
う
に
、
村
内
の
木
材

を
利
用
し
東
小
学
校
校
舎
内
部
の
木

質
化
を
行
い
、
教
育
環
境
の
整
備
を

進
め
ま
す
。
ま
た
、
県
指
定
有
形
民

俗
文
化
財
細
川
紙
紙
漉
き
家
屋
の
屋

根
葺
替
工
事
や
貴
重
公
文
書
の
デ
ジ

タ
ル
化
な
ど
の
文
化
財
保
護
に
努
め

ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
医
療
費
に
つ

い
て
、
比
企
管
内
医
療
機
関
で
の
窓

口
払
い
を
不
要
と
し
、
対
象
を
中
学

３
年
生
に
ま
で
と
す
る
無
料
化
拡
充
、

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
な
ど
の
予
防

接
種
補
助
等
の
子
育
て
支
援
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
観
光
事
業
の

充
実
を
図
る
た
め
に
、
遊
歩
道
等
の

整
備
事
業
や
村
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
わ
し
の
ち
ゃ
ん
」
の
普

及
宣
伝
事
業
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。　


